
第25回綾城弓道大会（9月11日撮影）　〜 今回は25回目の記念大会で、会場となった綾城弓道場は県内外多くの参加者で賑わいました 〜

『綾ふれあい館』・『照葉大吊橋』オープン 
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職員の給与などの状況
    

第50回綾町民体育大会開催
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綾町  
人口  
の  

男
女

総　数
世帯数

転入
転出

21
14

出生
死亡

9
8

3,402
3,895
7,297
3,008

（＋ 7）
（＋ 1）
（＋ 8）
（＋ 4）

※（　　）は前月比
　現住人口調査9月1日現在



「綾ふれあい館」の概要

ふれあいの場所「サロン」 自慢の品をPR「チャレンジショップ」（展示室）」 広くて木の香りあふれる「研修室」

綾町産業観光会館　愛称決定
　綾町産業観光会館の愛称を一般公募したところ、県内外
の多くの皆さんからご応募いただき、ありがとうございまし
た。綾町長を委員長とする審査委員会において、厳正なる
審査の結果、綾町の鶴田智恵さん（昭和地区）の作品
「綾ふれあい館」に決定いたしました。
　選考理由としては、「シンプルで覚えやすく、親しみやすい」
というものです。
　表彰式は、９月１日「綾ふれあい館」のグランドオープン式
典にて行われました。
●募集期間　　５月20日～６月30日
●応募総数　　72件　
　　　　　　　（綾町　15件、県内　36件、県外　21件）
●応募人数　　38人
　　　　　　　（綾町　12人、県内　18人、県外　８人）

●名　　称：産業観光会館「綾ふれあい館」
●着　　工：平成２３年１月　　　
●完　　成：平成２３年９月
●総事業費：１億9，6００万円
●構　　造：木造2階建
●敷地面積：732.15㎡（221.4坪）
●建築面積：339.52㎡（102.7坪）
●延床面積：496.66㎡（150.2坪）
●施設の内容：
　2F　商工会事務所、相談室、資料室、
　　　大研修室
　1F　チャレンジショップ（展示室）
　　　サロン、給茶室
　★上記他多目的トイレ、エレベーター有

お問合せ先 綾ふれあい館　TEL/FAX　30-7270

★「綾ふれあい館」内で開催されるイベント等の情報は、「くらしの情報16ページ」をご覧ください。★「綾ふれあい館」内で開催されるイベント等の情報は、「くらしの情報16ページ」をご覧ください。★「綾ふれあい館」内で開催されるイベント等の情報は、「くらしの情報16ページ」をご覧ください。



新「照葉大吊橋」の概要照葉大吊橋リニューアル記念式典
と　き：１０月５日（水）　午前９時～
ところ：千尋自然公園（照葉大吊橋）
　◆神　事◆　午前９時～ （関係者のみ）
　◆式　典◆　午前９時３０分～
　◆オープニングイベント◆　午前１０時３０分～
　　　　記念碑除幕式・テープカット・三世代渡り初め など

吊橋開放　　午前１１時３０分～
～ご家族おそろいでぜひお越しください！！～

　アルプホルンは、スイスのアルプス地方で吹かれている民族楽器で、長さが３．４ｍもあります。スイスでは、
雪山を背景に牧場で吹かれています。その奏でられたゆったりとした牧歌的な音とメロディをこの機会にぜ
ひお聞きください。

★神奈川県厚木市を拠点とし、全国各地で演奏活動を行っている市民楽団です

●着　　工：平成２２年１０月　　　
●完　　成：平成２３年  ９月
●総事業費：３億２，０００万円
●長　　さ：250ｍ　　
●歩 道 幅：1.2ｍ
●高　　さ：142ｍ
●メインケーブル：直径50ｍｍ（４本）
●鉄塔の高さ：28ｍ

演　奏

★「綾ふれあい館」内で開催されるイベント等の情報は、「くらしの情報16ページ」をご覧ください。

～照葉大吊橋リニューアル記念特別公演～

ＮＰＯ 玉川アルプホルンクラブ

●と　き：10月５日（水）
　　　　午前11時～11時30分　※記念式典後開催　
●ところ：照葉大吊橋前広場
　※吊橋入場料（小学生以上 300円／人）が必要です。

写真撮影 : ９月７日

県内初
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町の財政事情をお知らせします！ 
平成22年度 私たちの税金は、さまざまなことに活用されています 

■一般会計決算概要 

　平成22年度の一般会計決算は、歳入が 44億9,052万円（前年比 △8.1％）、歳出が 41億8,973万円（前年比 △9.7％）で, 
差し引きが 3億79万円（前年比 23.0％）の決算となりました。 

県支出金 
2億5,290万円 
（5.6％） 

町債  
3億458万円 
（6.8％） 

使用料及び手数料 
1億8,866万円 
（4.2％） 

分担金及び負担金  
3,881万円 
（0.9％） 

その他 
4億7,286万円 
（10.5％） 

地方交付税 
21億2,664万円 
（47.4％） 

国庫支出金  
4億4,289万円 
（9.9％） 

地方譲与税・交付金  
1億4,445万円 
（3.2％） 

町税  
 5 億1,873万円 
 （11.5％） 

自主財源 
27.1％ 

依存財源 
72.9％ 

商工費  
4億4,089万円 
（10.5％） 

土木費 
3億9,089万円 
（9,3％） 

消防費 
1億3,935万円 
（3.3％） 

教育費 
3億5,109万円 
（8.4％） 

災害復旧費 
2,118万円 
（0.5％） 

公債費  
7億5,933万円 
（18.1％） 

総務費  
5億2,147万円 
（12.5％） 

議会費 
4,995万円 
（1.2％） 

民生費  
10億1,901万円 
（24.3％） 

農林水産業費  
3億1,547万円 
（7.6％） 

衛生費  
1億8,110万円 
（4.3％） 

目的別 

町民税  
固定資産税  
軽自動車税  
市町村煙草税  
入湯税  
特別土地保有税  
合　　計  

1億9,816万円  
2億6,541万円  

1,957万円  
3,321万円  
238万円  

-  
5億1,873万円  

89.2%  
92.5%  
88.0%  
100.0%  
100.0%  

-  
91.5% 

収入額 税　目 収納率 

 一人当たり　551.425円／年 
平成23年8月1日現在　 7,598人　　 

■町民一人当たりに使われたお金の内訳 

●自主財源 
 町税、使用料など町が自ら収納、徴収できる
財源のことで、安定した行政運営のためには、
歳入総額に対する割合が大きいほど望ましいこ
とになります。 
 
●依存財源 
 自主財源に対して、国庫支出金や地方交付税
など国や県の基準により交付されたり割り当て
られたりする収入のことをいいます。 

１位　民生費 

２位　公債費 

３位　総務費 

４位　商工費 

５位　土木費 

６位　教育費 

７位　農林水産業費 

８位　衛生費 

９位　消防費 

10位　議会費 

11位　災害復旧費 

（福祉の向上、充実のために）   

（借り入れたお金の返済） 

（役場運営のために） 

（商工業の振興のために） 

（道路や橋などの整備のために） 

（教育の充実や、文化、スポーツ向上のために） 

（農林水産業の振興のために） 

（ごみの処理や、町民の健康を守るために）   

（消防の運営のために） 

（町議会の運営のために） 

（災害復旧事業のために） 

円／年 

円／年 

円／年 

円／年 

円／年 

円／年 

134,116 

99,938 

68,633 

58,027 

51,446 

46,208

円／年 

円／年 

円／年 

円／年 

円／年 

41,520 

23,835 

18,340 

6,574 

2,788

歳入　44億9,052万円　（前年比 △8.1％） 

歳出　41億8,973万円　（前年比 △9.7％） 
（住民基本台帳） 
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◆地方公共団体の財政の健全化に関する法律  
平成19年6月に「地方公共団体の財政の健全化に関する
法律」が施行されました。この法律は、財政破綻を未然
に防ぐため、健全化判断比率と資金不足比率を算定し、
その算定された数値により、地方公共団体が置かれてい
る財政状況と将来の負担等を判断し、早期に健全化を図
ろうとするものです。 

■特別会計決算概要 ■企業会計決算概要 

■地方債残高の状況 
　町債は、世代間の費用負担を公平にするために国などから長期的に借入をするものです。 

一般会計 特別・企業会計 

■財政健全化判断比率及び資金不足比率に関する報告書 

■町有財産の状況 
　平成23年3月31日現在で町が所有している財産の状況は次のとおりです。 

●特別会計 
 特定の収入をそれに伴う支出に充て、事業を行う会
計のことをいいます。 
●企業会計 
 その事業収入で支出を賄い、経営を行う独立採算制
の会計のことをいいます。 

国民健康保険  

老人保健  

後期高齢者医療  

介護保険  

農業集落排水事業  

公共下水道事業  

浄化槽事業  

10億8,910万円  

98万円  

6,613万円  

7億1,488万円  

1,228万円  

3億236万円  

1,553万円  

10億5,246万円  

98万円  

6,527万円  

7億454万円  

1,228万円  

3億216万円  

1,553万円  

水道事業 9,537万円  8,203万円  

一般公共事業債  

公営住宅建設事業債  

災害復旧事業債  

義務教育施設整備事業債 

社会福祉施設整備事業債 

一般廃棄物処理事業債  

一般補助施設整備等事業債 

施設整備事業債（一般財源化分） 

一般単独事業債  

辺地対策事業債  

過疎対策事業債  

国の予算貸付・政府関係機関貸付債 

財源対策債  

臨時財政特例債  

減税補てん債  

臨時減収補てん債  

臨時財政対策債  

県貸付金  

調整債   

　　　　　合　　計  

実質赤字比率  

連結実質赤字比率  

実質公債費比率  

将来負担比率  

  

 

水道事業会計  

公共下水道事業会計  

農業集落排水事業会計  

浄化槽事業特別会計  

（ 15％） 

（ 20％） 

（ 25％） 

（350％） 

 

 

 

（ 20％） 

2,993万円  

4億5,990万円  

1億1,242万円  

2億2,767万円  

0万円  

5億4,734万円  

1億1,610万円  

0万円  

12億　756万円  

2,460万円  

9億9,711万円  

1,459万円  

2億8,460万円  

348万円  

8,940万円  

2,259万円  

13億9,909万円  

0万円  

300万円  

55億3,938万円  

2,464万円  

4億2,044万円  

9,271万円  

2億  975万円  

810万円  

4億7,883万円  

1億4,260万円  

180万円  

10億5,802万円  

2,460万円  

7億3,713万円  

1,149万円  

2億5,038万円  

199万円  

7,843万円  

1,997万円  

15億7,708万円  

2,730万円  

230万円  

51億6,756万円  

財政調整基金   

土地開発基金   

物品購入基金   

地域福祉基金   

減債基金   

公共施設等整備基金   

ふるさと農村活性化基金   

国民健康保険財政調整基金   

高額療養費資金貸付基金   

介護給付費準備基金   

公共下水道事業減債基金   

浄化槽事業減債基金   

ふるさと綾サポート基金   

　　　　　　　合　　計  

3億2,474万円 

1億1,365万円 

200万円 

1億7,044万円 

1億9,805万円 

1億8,128万円 

1,000万円 

1億3,551万円 

300万円 

3,662万円 

4,397万円 

843万円 

1,068万円 

12億3,837万円 

土地 

（うち山林） 

建物 

有価証券 

出資による権利 

債権  

 

 

各種自動車  

美術工芸品  

移動通信用電気通信機器  

3,976,632  

2,763,965  

84,901  

165  

2,714  

6,428  

  

  

61  

1  

1  

 

㎡　 

㎡　 

㎡　 

万円 

万円 

万円 

  

  

台　 

本　 

式　 

―　%  

―　%  

14.6%  

53.6%  

  

  

―　%  

―　%  

―　%  

―　% 

◎資金不足比率 

基金 公有財産 

物品 

◎健全化判断比率 

21年度末残高  22年度末残高  

公共下水道事業  

農業集落排水事業  

合併浄化槽事業  

水道事業  

10億  576万円  

9,126万円  

3,470万円  

4億3,022万円  

10億5,935万円  

8,678万円  

4,050万円  

4億　721万円  

21年度末残高  22年度末残高  

歳　入 会計名 歳　出 歳　入 会計名 歳　出 

（　　 ）は経営健全化基準 

（　　 ）は早期健全化基準 
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１  人件費の状況（22年度普通会計決算） 

３  職員の平均給料月額と平均年齢の状況 
　　　　　　　　　　　（平成23年4月1日） 
 

５  職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成23年4月1日） 
 

６  一般行政職の級別職員数の状況（平成23年4月1日） 
 

７  職員手当の状況（平成23年4月1日） 
 

２  職員給与費の状況（22年度普通会計決算） 
 

４  職員の初任給の状況（平成23年4月1日） 
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８  特別職の報酬などの状況（平成23年4月1日） 
 

９  職員数の状況　（特別職を除く） 
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第50回 綾町民体育大会開催 第50回 綾町民体育大会開催 第50回 綾町民体育大会開催 

※駐車場以外の場所に駐車はできません。

と　き　　10月9日（日）　※雨天中止 
　　　　　　　集  合　午前8時45分 
　　　　　　　開  会　午前9時  
ところ　　綾てるはふれあい広場 
　　　　　　　　　　（てるはドーム前） 
 
★当日朝6時に、開催合図の花火があがります。 
★内容等は、広報と一緒にお配りした、プログラムをご覧ください。 

会場配置図（各団配置図） 

白団 

赤団 

青団 

黄団 

　　　麓 

　北 麓 

杢 道 

立 町 
南 麓   

東中坪　　 
西中坪　　　　　 

久木野々 
　　神 下 
　　　古 屋 
　　　　昭 和 
 

上 畑 
　四 枝　 
　  中 堂 
　　 揚 町　宮 谷 
　　  　倉 輪　二反野 

本　部 

てるはドーム側 

図
書
館
側 

割付・竹野・尾立 宮 原 

みんなで 爽やかな汗を 流そう!!

みんなで 爽やかな汗を 流そう!!
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【 一般書 】 
小笠原（地球の歩き方BOOK） 

人には聞けない！経済用語100 

自衛隊の仕事全ガイド 

放射能からママと子どもを守る本 

楽しさ届けるはじめての絵封筒 

ギャングエイジ 

ＧＦ 

ポニーテール 

悪虐 

共鳴 

【 児童書 】 
宇宙の迷路 

池内千波のママと一緒に作る楽しいごはん 

親子で作るおもしろバルーン 

アメリカンキッズえいご絵じてん 

おばけのチョウちゃん 

くまくんとつき 

あいちゃんのワンピース 

お す す め の 本  お す す め の 本  
※他にもたくさんの本が入っています 

川端 裕人/著 

久保寺健彦/著 

重 松　清/著 

新堂 冬樹/著 

堂場 瞬一/著 

てるは 
図書館 
77-0180

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
に
つ
い
て 

 

　
綾
て
る
は
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

公
開
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

★
て
る
は
図
書
館
に
ど
ん
な
本
が
あ
る
か

を
調
べ
た
り
、
貸
出
中
の
本
は
予
約
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

★
自
分
の
借
り
て
い
る
本
の
題
名
や
冊
数
、

返
却
日
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　（
本
の
予
約
や
自
分
の
借
り
て
い
る
本

を
見
る
た
め
に
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必

要
で
す
。
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
は
図
書

館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。） 

★
新
し
く
入
っ
た
本
や
図
書
館
か
ら
の
お

知
ら
せ
等
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

 

※
携
帯
電
話
の
バ
ー
コ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
か
ら
下
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、

資
料
検
索
、
開
館
カ
レ
ン

ダ
ー
を
見
ら
れ
ま
す
。 

 

・
・
・ 

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い 

・
・
・ 

 

　
保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
を
差
し
上
げ

ま
す
。 

●
配
布
期
間
　
10
月
２
日 

午
前
９
時
〜 

　（
※
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。） 

楽
し
か
っ
た
絵
本
づ
く
り
・
工
作
教
室 

 

　
夏
休
み
に
開
催
し
ま
し
た
工
作
教
室
は
、

幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
、
25
名
の
子
ど
も

達
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
厚
紙
を
切
っ
た
り
、
の
り
付
け
し
た
り

と
真
剣
に
取
り
組
み
、
で
き
あ
が
っ
た
作

品
を
見
て
、
う
れ
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
絵
本
づ
く
り
は
、
幼
児
か
ら
大

人
ま
で
19
組
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
思
い
思
い
の
す
て
き
な
絵
本
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。 

　
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

             

図
書
館
で
映
画
を
見
ま
せ
ん
か
？ 

 

　
て
る
は
図
書
館
に
は
１
５
０
イ
ン
チ
の

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
お
休
み
の
日
に
家
族
や
友
人
と
、
子
ど

も
会
や
婦
人
会
、
壮
年
会
や
高
年
者
ク
ラ

ブ
等
で
映
写
会
を
し
ま
せ
ん
か
？
５
人
程

の
少
人
数
か
ら
映
画
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

 

※
上
映
で
き
る
作
品
の
リ
ス
ト
を
準
備
し

　
て
お
り
ま
す
の
で
、
図
書
館
に
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

こ
の
本
い
か
が
？
„
旬
“
の
本 

 

　
秋
と
言
え
ば
、「
芸
術
の
秋
」「
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
」「
食
欲
の
秋
」、
そ
し
て
「
読
書
の

秋
」
と
楽
し
い
事
が
い
っ
ぱ
い
で
す
ね
。 

　
今
回
は
「
芸
術
の
秋
」
に
ふ
さ
わ
し
い

ピ
ア
ノ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。 

 『
初
心
者
の
ピ
ア
ノ
基
礎
教
本 

名
曲
を
弾
き

な
が
ら
楽
し
く
＆
や
さ
し
く
学
べ
る
入
門
書
』 

岡
　
素
世
／
編
著
　 

 

楽
譜
の
見
方
、
両
手
弾
き
、
コ
ー
ド
の
し

く
み
な
ど
を
詳
し
く
解
説
し
た
入
門
書
。 

 『
ピ
ア
ノ
は
と
も
だ
ち  

奇
跡
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
辻
井
伸
行
の
秘
密
』 

こ
う
や
ま
　
の
り
お
／
著   

 

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
光
の
な
い
世
界
で
、

人
と
心
を
か
よ
わ
す
方
法
を
ピ
ア
ノ
に
見

出
し
て
き
た
辻
井
伸
行
。
聴
く
人
す
べ
て

の
心
を
ゆ
さ
ぶ
る
、
奇
跡
の
音
色
の
秘
密

と
は
。
　 

 

※
そ
の
他
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
童
謡
な
ど
の

　
Ｃ
Ｄ
も
そ
ろ
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

　
利
用
く
だ
さ
い
。 

  

　
月
の
行
事 

●
子
ど
も
映
写
会 

15
日（
土
）  

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
20
分 

「
学
校
の
怪
談
　
恐
怖
の
学
校
編
」 

●
お
は
な
し
会 

　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
２
時
〜
２
時
30
分 

 　
月
の
休
館
日 

１
日
（
土
）・
毎
週
月
曜
日
　 

 

10 10
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子育て支援 
センター 
77-1154

一
時
的
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
へ 

 

　「
ど
う
も
体
調
が
悪
く
て
、
子
供
の
世
話
を
す
る
の
が
つ
ら
い
」、「
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

子
供
を
連
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と
き
に
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

利
用
時
間
・
・
・
月
〜
土
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
記
時
間
以
外
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

利
用
料
金
・
・
・
半
日
　 

　
５
０
０
円
（
お
や
つ
１
回
） 

１
日 

　
１
０
０
０
円
（
副
食
、
お
や
つ
２
回
） 

 

5
日
（
水
）
わ
く
わ
く
広
場 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
づ
く
り 

　 子
ど
も
さ
ん
の
写
真
を
か
わ
い
く
飾
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？
材
料
は
準
備
し
ま
す
。
　 

 

 

12
日
（
水
）
親
子
教
室
「
コ
ア
ラ
」　 

　 時
　
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
親
業
訓
練 

　 子
育
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
？
子
ど
も
の
心

を
理
解
す
る
た
め
の
親
の
接
し
方
な
ど
を
、
講

師
の
先
生
を
招
い
て
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　  

19
日
（
水
）
ゆ
っ
た
り
子
育
て
教
室 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
散
歩
（
て
る
は
図
書
館
） 

　 秋
を
探
し
な
が
ら
図
書
館
ま
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。

歩
け
な
い
お
子
さ
ん
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
あ
る

と
い
い
で
す
ね
。
帽
子
や
水
筒
も
お
忘
れ
な
く
。 

　  

26
日
（
水
）
誕 

生 

会 

　 時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
10
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
を
開
き

　
　
　
　
ま
す
。 

　 対
象
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

  

　
０
歳
の
こ
ろ
は
、
友
達
と
の
か
か
わ
り

が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
相
手
に
何
か
を
感

じ
て
か
む
、
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
　
　
　
　 

　
１
歳
を
過
ぎ
る
と
、
友
達
へ
の
関
心
が

強
く
な
っ
て
く
る
の
で
す
が
、
互
い
に
自

分
の
思
い
を
通
そ
う
と
す
る
の
で
、
ど
う

し
て
も
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
ま
す
。
言
葉
で

表
現
で
き
な
い
欲
求
や
気
持
ち
を
、
あ
る

子
は
た
た
く
こ
と
で
、
あ
る
子
は
か
み
つ

く
と
い
う
方
法
で
相
手
に
伝
え
る
の
で
す
。

　
２
歳
く
ら
い
に
な
る
と
、
朝
の
出
来
事

を
、
昼
間
く
ら
い
ま
で
記
憶
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
朝
の
ト
ラ
ブ
ル

を
昼
に
思
い
出
し
、
相
手
を
か
む
こ
と
も
。

３
歳
近
く
な
る
と
、
過
去
に
か
み
つ
か
れ

た
経
験
か
ら
、
今
何
も
さ
れ
て
い
な
い
の

に
、
か
み
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
　
　

　
そ
の
場
だ
け
で
は
、
か
み
つ
き
の
理
由

は
見
え
な
い
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ

こ
に
至
る
ま
で
の
子
ど
も
同
士
の
か
か
わ

り
、
行
動
、
子
ど
も
の
ま
な
ざ
し
を
と
ら

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、
そ
の
子
の

思
い
を
く
み
取
る
意
識
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。 

わくわく広場「親子ビクス」 

わくわく広場「親子ビクス」 

（
四
枝
地
区
）

（
四
枝
地
区
）

（
揚
町
地
区
）

（
神
下
地
区
）

（
神
下
地
区
） 

平
成
23
年
8
月
5
日
生 

平
成
23
年
8
月
5
日
生 

平
成
23
年
8
月
5
日
生 

平
成
23
年
8
月
17
日
生 

平
成
23
年
8
月
18
日
生 

９
月
10
日
ま
で
に
届
出
の

あ
っ
た
子
ど
も
さ
ん
で
す 

お
誕
生 

お
め
で
と
う

※掲載を希望されない場合は、出生届提出の際にお申し出ください。 
 

よ
こ
　
や
ま
　
　
　
　
れ
ん 

よ
こ
　
や
ま
　
　
　
　
そ
う 

お
く
　
も
と
　 

お
う
　
が 

お
か
　 

の
　  

か
い
　 

と 

か
わ
　
ご
え
　 

は
る
　
あ 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 
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日付 
時間 地区 時間 地区 実施日 実施日 

地　区 診療時間 

無医地区巡回診療 集合場所：各自治公民館 

◎
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
（
昼
） 

と
　
き
　
10
月
５
日（
水
）午
前
９
時
30
分
〜 

対
　
象
　
妊
婦
　 

　 ◎
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
（
夜
） 

と
　
き
　
10
月
７
日（
金
）午
後
７
時
〜 

対
　
象
　
妊
婦
と
そ
の
夫
　 

　 ◎
乳
児
相
談
（
お
っ
ぱ
い
・
育
児
相
談
） 

と
　
き
　
10
月
14
日
（
金
）
午
後
１
時
〜 

対
　
象
　
乳
児
と
母
親
　 

　 ◎
幼
児
歯
科
健
診 

と
　
き
　
10
月
17
日
（
月
）
午
後
１
時
〜 

対
　
象
　
平
成
20
年
８
・
９
月
生 

　
　
　
　
平
成
21
年
２
・
３
・
８
・
９
月
生 

　
　
　
　
平
成
22
年
８
・
９
月
生 

　
　
　
　 

※
す
べ
て
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

　
成
人
の
健
診
・
相
談
な
ど 

　 乳
ガ
ン
検
診 

と
　
き
　
10
月
４
日
（
火
）
〜
７
日
（
金
） 

　
　
　
　
11
日（
火
）、12
日（
水
）、25
日（
火
） 

 

＊
受
診
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
事
前
に
問

　
診
表
を
送
付
い
た
し
ま
す
。 

 

子
宮
ガ
ン
検
診 

と
　
き
　
　
10
月
21
日（
金
） 

 

＊
受
診
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
事
前
に
問

　
診
表
を
送
付
い
た
し
ま
す
。 

 　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
の
お
知
ら
せ 

　 　
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
か
か

り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

〈
対
象
者
〉 

　
①
満
65
歳
以
上
の
方 

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
・
腎

臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

機
能
の
障
害
が
あ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方
（
身
体
障
害

者
手
帳
の
提
示
が
必
要
） 

〈
方
法
〉　
個
別
接
種 

（
実
施
医
療
機
関
に
て
接
種
を
１
回
） 

〈
期
間
〉　
10
月
11
日
（
火
）
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
31
日
（
土
） 

〈
料
金
〉　
自
己
負
担
　
１
，
０
０
０
円 

〈
医
療
機
関
〉 

宮
崎
県
内
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関 

※
保
険
証
・
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

健
康
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
福
祉

保
健
課
お
よ
び
健
康
セ
ン
タ
ー
で
交
付

し
て
い
ま
す
。 

 

＊
今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

　
種
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
な

　
い
た
め
、
非
課
税
世
帯
等
へ
の
接
種

　
費
用
の
補
助
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

　
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
に
つ
い
て 

　 　
次
の
と
お
り
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

を
行
い
ま
す
。 

と
　
き
　
10
月
３
日
（
月
） 

受
　
付
　
午
後
２
時
〜
２
時
30
分 

と
こ
ろ
　
健
康
セ
ン
タ
ー 

対
象
者
　
生
後
３
ヶ
月
か
ら
生
後
90
ヶ
月

　
　
　
　（
７
歳
半
）
未
満
で
２
回
投
与
を 

　
　
　
　
終
了
し
て
い
な
い
方 

そ
の
他
　
母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。 

 

※
詳
し
く
は
健
康
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

77-0195

健 康 
センター 

お
し
ら
せ 

　
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
づ
く
り
、
母
子
保
健
、
介
護
保
険
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
母
子
手
帳
は
随
時
発
行
し
ま
す
。
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
早
め
に

母
子
手
帳
を
も
ら
い
、
妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。（
妊
婦
健
診

助
成
は
14
回
で
す
。） 

13：00～　 
　14：00 

 
13：00～　 
　14：00

倉　輪 

広　沢 

 

20（木） 

21（金） 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

火 
水 
金 
火 
水 
木 
金 
月 
 

4 
5 
7 
11 
12 
13 
14 
17

火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 

18 
19 
20 
21 
24 
25 
26

9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
13:30～ 
9:30～ 

9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 

宮　谷 
東中坪 
北　麓 
西中坪 
立　町 
神　下 
二反野 

宮　原 
四　枝 
古　屋 
上   畑 
中　堂 
麓 
揚　町 
南　麓 
 ＊ 宮原、麓、北麓は高齢者講座に参加します。 
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有機農業 
開発センター 
77-0100

　
金
融
制
度
学
習
会
を
開
催
し
ま
す 

 

　
金
融
制
度
学
習
会
（
主
催
　
綾
町
農
業

女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
）
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
農
業
者
年
金
」
で
、

専
門
家
を
招
い
て
の
学
習
会
に
な
り
ま
す
。

参
加
無
料
で
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

開
催
日
時
　
10
月
14
日
（
金
） 

　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時 

場
　
所
　
有
機
農
業
開
発
セ
ン
タ
ー 

講
　
師
　
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー 

　
　
　
　
　
小 

川  

洋 

一
　
先
生 

テ
ー
マ
　
農
業
者
年
金
に
つ
い
て 

 

　
森
林
整
備
事
業
の
変
更
に
つ
い
て 

 

　
こ
の
度
、
森
林
整
備
事
業
の
中
身
が
変

わ
り
ま
し
た
。
下
記
の
事
業
に
つ
き
補
助

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

　
支
援
対
象
作
業
に
つ
い
て
（
補
助
金
適

用
は
、
０
．
１
０
ha
以
上
） 

①
地
拵
え
、
植
林
等 

伐
採
届
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
が
条
件

で
、
針
葉
樹
・
広
葉
樹
の
植
林
に
補
助 

＊
適
用
さ
れ
な
い
樹
種
が
あ
り
ま
す
。 

②
下
刈
り
（
10
年
生
以
下
） 

１
〜
６
年
生
ま
で
１
回
刈
り
に
補
助 

＊
特
例
で
２
〜
５
年
生
ま
で
の
間
、
２
回
の

　
み
２
回
刈
を
補
助 

＊
特
例
で
７
〜
10
年
生
ま
で
の
間
、
２
回
の

　
み
１
回
刈
を
補
助 

③
除
伐
（
25
年
生
以
下
）・
伐
採
率
20
％
以

上
で
、
不
用
木
は
全
て
除
去
に
補
助 

④
間
伐
（
60
年
生
以
下
）・
伐
採
率
20
％
以

上
で
、
搬
出
量
に
よ
っ
て
補
助
金
額
が

異
な
る
。 

⑤
更
新
伐
（
90
年
生
以
下
）・
伐
採
率
20
％

以
上
で
、
搬
出
量
に
よ
っ
て
補
助
金
額

が
異
な
る
。 

 
※
間
伐
・
更
新
伐
は
１
回
の
間
伐
申
請
面
積

が
５
ha
以
上
で
50
㎡
以
上
（
1
ha
当
た

り
10
㎡
以
上
）
の
搬
出
を
し
な
い
と
、
補

助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
は

、

隣
の
山
林
所
有
者
と
集
約
化
を
行
い
計
画

的
な
間
伐
（
1
年
間
で
）
を
す
る
こ
と
が

条
件
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
区
域
内

で
搬
出
の
出
来
な
い
間
伐
（
区
域
）
は
補

助
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
一
部
特

例
も
あ
り
ま
す
。 

 　
以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
森
林
組
合

で
経
営
計
画
（
5
ヶ
年
分
）
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
計
画
に
入
っ
て
い
な
い
と
5
年
間
は
補

助
の
対
象
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 ※
詳
し
く
は
、
宮
崎
中
央
森
林
組
合
（
1

八
二
―
〇
一
三
三
）
に
相
談
下
さ
い
。 

 

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
参
加
者
募
集
中 

 

　
今
年
も
、
綾
・
照
葉
樹
林
マ
ラ
ソ
ン
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
お
試

し
版
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
行
い
ま
す
。
前

夜
祭
前
の
限
ら
れ
た
ひ
と
と
き
、
森
林
セ

ラ
ピ
ー
で
綾
の
大
自
然
を
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
？ 
  

照
葉
樹
林
マ
ラ
ソ
ン
前
日
お
試
し
版 

　
綾
・
さ
わ
や
か
森
林
セ
ラ
ピ
ー 

 【
と
　
き
】　
10
月
22
日
（
土
） 

　
集
合
時
間
　
午
後
１
時
30
分 

　
終
了
時
間
　
午
後
４
時
30
分 

　
＊
全
コ
ー
ス
共
通 

【
集
合
場
所
】 

　
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
…
綾
川
荘
駐
車
場 

　
Ｃ
・
Ｄ
コ
ー
ス
…
役
場
裏
駐
車
場 

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
案
内
及
び
定
員
】 

Ａ
コ
ー
ス
…
…
10
名 

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

Ｂ
コ
ー
ス
…
…
20
名
（
10
名
×
２
組
） 

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
（
綾
川
荘
周
辺
） 

Ｃ
コ
ー
ス
…
…
10
名 

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
（
綾
神
社
周
辺
） 

Ｄ
コ
ー
ス
…
…
10
名 

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
（
大
吊
橋
周
辺
）  

【
申
込
締
切
】　
10
月
21
日
（
木
） 

 

※
詳
し
く
は
、
農
林
振
興
課
内
・
森
林
セ

ラ
ピ
ー
推
進
協
議
会
事
務
局
（
1

七
七

―
〇
一
〇
〇 
長
峰
）
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。 

毎月20日は、「県内一斉消毒の日」です。畜舎等の消毒を徹底しましょう! 
 
●車両が出入りする場所に消石灰を散布しましょう。 
●畜舎入口に踏込み消毒槽を設置し、消毒薬を確認しましょう。 
●動力噴霧器、ジョウロ等を使って畜舎内外に消毒薬を噴霧、散布しましょう。 
●畜舎の清掃、周辺の草刈り等を行い、環境の整備に努めましょう。 
●消毒の日に限らず、飼料運搬等の車両は農場に入る前に消毒を徹底しましょう。 

伝染病から家畜の命を守るのはあなた自身です。 
日本一安全・安心な畜産を目指しましょう。 

 



地
区 

日
付 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

一般廃棄物最終処分場　　がれきやブロック片などの埋立ごみ・火山灰 
（旧）焼却場開場日　　　  古紙・古布類 『午前９時～午後４時』 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（日） 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

※（　）内の色は、ごみ袋の色です。 
※新聞や段ボールなどの古紙は、ビニールひもで十文字に縛りましょう。 

3 

4 

5 

6 
 

7 

10 

11 

12 

13 
 

14 

16

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

ペットボトル（赤） 

 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 
布類（赤） 
ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

ペットボトル（赤） 

 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

 

カン・ビン（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

ペットボトル（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 



地
区 

日
付 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

（金） 

（月） 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

17 

18 

19 

20 
 

21 

24 

25 

26 

27 

28 

31

※（　）内の色は、ごみ袋の色です。 

※新聞や段ボールなどの古紙は、ビニールひもで十文字に縛りましょう。 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

金属類（赤） 
燃やせないごみ（黒） 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

カン・ビン（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 
布類（赤） 
ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

古紙 〔雑誌・菓子箱〕 
　　 〔牛乳パック〕 
　　 〔新聞チラシ類〕 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 
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新築・増改築・取壊しをしたらまず届出を！ 
 

　家屋を取り壊したとき、登記をしている家屋の場合は､法務局で「滅失登記」をして下さい。未登記

の場合は､「家屋滅失届」が役場にありますので必要事項(所在地･用途･構造･床面積･取壊し日)を記入

し、押印(認め印可)のうえ提出して下さい。この「家屋滅失届」が提出されたあと、家屋が取り壊され

ているか現地確認を経て、翌年度から課税されないように課税台帳から削除します。固定資産税は、

毎年１月１日現在に登記簿または家屋課税台帳上の所有者である方に課税されます。もし「家屋滅失届」

の提出がない場合、翌年も課税されることになりかねません。床面積の大小に関わらず、取壊し後速

やかに提出して下さい。 

　また、評価証明等の家屋に関する証明が必要になる場合に、増改築の届け出がなければ、適正な証

明書を発行できない恐れがあります。増改築された際には直ちに役場までご連絡下さい｡ 

 

● その他ご不明な点などがございましたら・・・ 

　総務税政課　町税係　2７７－１１１３（直通） 

就職したとき 

退職したとき 

国　民　年　金 国民健康保険 

 
役場への届出は必要ありません 
 
 
・国民年金被保険者関係届（資格取得届） 

〈役場に備えつけてあります〉 
・社会保険を喪失した年月日（離職年月日）のわか
　る証明書　　　・・印鑑 

・新しい社会保険証または社会保険資格取得証
　明書（資格取得年月日が明記されていること） 
・綾町国民健康保険証（カード）　　・・印鑑 
 
・社会保険を喪失した年月日（離職年月日）のわか
　る証明書　　　 
・印鑑 

　会社に就職して社会保険に加入された場合や、会社を退職して社会保険を喪失された場合等は国民年金・国
民健康保険の異動届が必要です。次のものをご持参いただき、14日以内に役場窓口で手続きをお願いします。 

非自発的（倒産・リストラ等）失業者は国保税が軽減されます。軽減を受けるには申請が必要ですので、

雇用保険受給資格者証を持参してください。 

 
※非自発的失業者の国保税の算定方法（軽減）について 

非自発的失業者とは・・・・雇用保険の特定受給資格者及び特定理由離職者 

軽減期間は・・・・・・・・・・・・離職日の翌日の属する月から離職日の属する年の翌年度末まで 

算定方法・・・・・・・・・・・・・・給与所得を30/100として算定します。ただし、世帯に属するその他の

　　　　　　　　　　　被保険者の所得は通常の額を用います。 

　　　　　　　　　　　軽減判定時にも給与所得を30/100とします。 

高額療養費・・・・・・・・・・・・所得判定を30/100とします。住民税を課されている者が、給与所得を

　　　　　　　　　　　30/100としたときに住民税非課税になるときは、非課税扱いになります。 

国民年金・国民健康保険の（取得・喪失）の届出はお早めに！ 
 

※なお、届出の際、届出人の本人確認を行なっておりますので、身分証明書（免許証等）の提示にご協力ください。 



13

Information

 

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉

の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。 

 【
掛
金
】　
日
額
　
３
１
０
円 

【
特
徴
】 

◇
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申

　
し
込
み
手
続
き
は
簡
単 

◇
退
職
金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算 

◇
国
が
掛
金
の
一
部
を
補
助 

◇
掛
金
は
損
金
扱
い 

◇
経
営
事
項
審
査
で
加
点 

 

2
問
い
合
せ
先
（
直
通
） 

　
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
宮
崎
支
部 

　
　
　
　
　
　
二
〇
―
八
八
六
七 

 

　
※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
　｢

建
退
共｣

で
検
索 

 

  　
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
一
定
面
積
以

上
の
土
地
売
買
な
ど
を
行
っ
た
場
合
、
土

地
の
権
利
取
得
者
は
契
約
日
か
ら
起
算
し

て
２
週
間
以
内
に
、
土
地
の
所
在
す
る
市

町
村
長
を
経
由
し
て
知
事
に
届
け
出
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
山
林
等

も
届
出
の
対
象
で
す
。） 

 

豊
か
で
安
心
で
き
、
住
み
よ
い
社
会
を
築

い
て
い
く
た
め
に
も
、
土
地
の
有
効
利
用

が
大
切
で
す
。
土
地
の
有
効
利
用
の
実
現

の
た
め
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 《
届
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積
》 

①  

市
街
化
区
域 

　
　
…
…
…
…
…
…
…
二
〇
〇
〇
㎡
以
上 

②  

①
以
外
の
都
市
計
画
区
域 

　
　
…
…
…
…
…
…
…
五
〇
〇
〇
㎡
以
上 

③  

都
市
計
画
区
域
外 

　
　
…
…
…
…
…
…
一
〇
〇
〇
〇
㎡
以
上 

 

2
問
い
合
せ
先
（
直
通
） 

　
綾
町
企
画
財
政
課
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
七
七
―
二
九
四
八 

　
宮
崎
県
中
山
間
・
地
域
政
策
課 

　
　
　
　
　
　
　
二
六
―
七
〇
三
五 

 

 

　
後
期
高
齢
者
（
主
に
75
歳
以
上
・
オ
レ

ン
ジ
色
の
保
険
証
を
ご
利
用
）
の
方
へ
、

７
月
に
健
診
の
案
内
を
葉
書
に
て
お
送
り

し
て
い
ま
す
。
今
年
、
ま
だ
健
診
を
受
け

て
い
な
い
方
は
、
保
険
証
を
お
持
ち
の
う

え
、
町
内
医
療
機
関
で
健
康
診
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。 

 

2
問
い
合
せ
先
（
直
通
） 

　
福
祉
保
健
課
　
保
健
推
進
係 

　
　
　
　
　
　
七
七
―
一
一
一
四 

   

　
10
月
の
水
質
検
査
は
、
10
月
25
日
（
火
）

で
す
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
24
日
（
月
）

ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。 

　
検
査
手
数
料
は
五
、
二
五
〇
円
で
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先
（
直
通
） 

　
建
設
課
上
下
水
道
係 

　
　
　
　
　
　
七
七
―
三
四
六
七 

 

　
付
加
年
金
と
は
、
国
民
年
金
の
第
一
号

被
保
険
者
だ
け
が
任
意
で
入
れ
る
、
リ
タ

ー
ン
率
の
い
い
年
金
制
度
で
す
。 

 

付
加
保
険
料
と
付
加
年
金
の
額 

　
付
加
保
険
料
は
、
月
額
四
〇
〇
円
で
す
。 

　
付
加
年
金
の
額
は
、「
二
〇
〇
円
×
付
加

保
険
料
を
納
め
た
月
数
」
の
式
で
計
算
さ

れ
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
５
年
間
（
四

〇
〇
円
×
60
カ
月
で
総
額
二
四
、
〇
〇
〇

円
）
納
め
た
場
合
、
65
歳
か
ら
老
齢
基
礎

年
金
と
い
っ
し
ょ
に
支
給
さ
れ
る
付
加
年

金
の
額
は
年
額
一
二
、
〇
〇
〇
円
（
二
〇

〇
円
×
60
カ
月
）
と
な
り
ま
す
。 

　
付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す
る
と
、
納

付
し
た
付
加
保
険
料
総
額
と
同
額
に
な
り

ま
す
（
65
歳
か
ら
受
給
し
た
場
合
の
金
額
で
す
）。 

　
つ
ま
り
、
２
年
間
で
元
金
が
か
え
っ
て

く
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
付
加
保
険
料

を
10
年
納
め
た
方
、
40
年
納
め
た
方
に
つ

い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。 

 

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
方 

①
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
一
号

被
保
険
者
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。 
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②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な
ど
、
国
民

年
金
の
任
意
加
入
者
の
方
。 

 
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
方 

①
半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を
含
め
、

保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方
。 

②
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
。 

 

納
付
を
や
め
て
も
掛
け
捨
て
に
な
り
ま
せ
ん 

　
付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
方
は
、

い
つ
で
も
任
意
の
と
き
に
申
し
出
て
、
そ

の
納
付
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

そ
の
場
合
で
も
掛
け
捨
て
に
は
な
り
ま
せ

ん
。 

 

付
加
保
険
料
の
手
続
き
と
相
談
先 

　
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
国
民
年
金
の

窓
口
ま
た
は
住
所
地
を
管
轄
す
る
年
金
事

務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

※
宮
崎
年
金
事
務
所
で
は
、
６
月
27
日
か
ら

電
話
の
自
動
音
声
応
答
転
送
案
内
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。 

 

2
問
い
合
せ
先
（
直
通
） 

　
宮
崎
年
金
事
務
所
　
五
二
―
二
一
一
一 

　
福
祉
保
健
課
　
　
　
七
七
―
一
一
一
四 

    

 

　
平
成
24
年
版
農
業
日
誌
の
申
込
み
を
、

役
場
農
林
振
興
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
農
業
経
営
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

価
　
格
　
　
１
，
４
０
０
円 

内
　
容
　
　
農
業
経
営
記
事
、 

　
　
　
　
　
現
金
・
現
物
収
支
簿
等 

 

2
問
い
合
せ
先
（
直
通
） 

　
農
林
振
興
課
　
七
七
―
〇
一
〇
〇 

   

〜
宝
く
じ
は
県
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
！ 

　
　
　
宝
く
じ
は
夢
を
か
う
、 

　
　
　
　
　
　
地
域
の
振
興
を
か
う
〜 

 

　
今
年
も
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が

販
売
さ
れ
ま
す
。
本
宝
く
じ
の
収
益
金
は

各
県
に
お
け
る
販
売
額
に
応
じ
て
配
分
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
原
資

と
し
て
市
町
村
振
興
の
た
め
の
各
事
業
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の
為
、
県
内
で
の
購

入
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

 

発
売
期
間
　
平
成
23
年
９
月
26
日
（
月
）

　
　
　
　
　
〜
10
月
14
日
（
金
）  

抽 

選 

日
　
平
成
23
年
10
月
21
日
（
金
） 

値
　
　
段
　
１
枚
　
３
０
０
円  

         
                    

（
財
団
法
人
全
国
市
町
村
振
興
協
会
） 

  

  

平
成
23
年
度 

行
政
相
談
委
員
制
度
は
50
周
年 

 

行
政
相
談
委
員
制
度
50
周
年
記
念
標
語 

 

困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
行
政
相
談 

 

　
10
月
17
日
（
月
）
か
ら
23
日
（
日
）
は
、

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。 

　
綾
町
で
は
、
次
の
日
時
に
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
な
ど
の
仕

事
に
つ
い
て
、 

 

①
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る 

②
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い 

③
相
談
し
て
み
た
が
、
説
明
に
納
得
が
い

か
な
い 

④
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い 

 

等
が
、
あ
り
ま
し
た
ら
、
行
政
相
談
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

と
　
き
　
10
月
７
日
（
金
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で 

と
こ
ろ
　
綾
町
公
民
館
２
階
　
会
議
室 

相
談
委
員
　
福 

留
　
清 

人 

 

1等前後賞合わせて 2億5,000万円 

1億5千万円 
 

5,000万円 

10万円 

1,000万円 

100万円 

10万円 

1万円 

3,000円 

300円 

5万円 

4等 

5等 

6等 

7等 

秋 の 
七草賞 
 

1等 
 

 

 

2等 

3等 

1等 の 
組違い賞 

 

1等 の 
前後賞 
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な
お
、
相
談
は
、
総
務
省
宮
崎
行
政
評

価
事
務
所
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
同
じ
電
話

番
号
で
か
け
ら
れ
る
行
政
苦
情
１
１
０
番

（
1

〇
五
七
〇
―
〇
九
〇
―
一
一
〇
）
も
ご

ざ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

（
総
務
税
政
課
） 

  

　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
、
心
配
ご
と

が
あ
る
方
は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。 

と  

き 

　
10
月
７
日(

金) 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

と
こ
ろ
　
綾
町
公
民
館 

担
当
者
　
綾
町
人
権
擁
護
委
員  

籾
田 

孝
一 

　
　
　
　
綾
町
人
権
擁
護
委
員  

川
上 

和
子 

  

＊
常
駐
人
権
相
談
所
開
設 

　
当
日
以
外
で
も
、
宮
崎
地
方
法
務
局

（
1

二
二
―
五
一
二
四
）
で
は
平
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
随
時
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 

(

町
民
生
活
課) 

 

　
10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。
司
法
書

士
会
で
は
「
法
の
日
」
を
記
念
し
て
全
国

一
斉
の
無
料
法
律
相
談
会
を
行
い
ま
す
。 

　
相
談
内
容
は
、
登
記
や
法
律
上
の
悩
み

な
ど
、
日
常
生
活
に
関
連
し
て
生
ず
る
身

近
な
法
律
問
題
全
般
を
扱
い
ま
す
。 

 【
日
程
】
10
月
１
日
（
土
）
〜
７
日
（
金
） 

【
場
所
】
宮
崎
県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所 

【
予
約
な
ど
】
各
司
法
書
士
事
務
所
へ
直
接

　
　
　
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
※
近
く
の
司
法
書
士
事
務
所
が
分
か
ら
な
い

場
合
は
、
宮
崎
司
法
書
士
会
事
務
局
（
1

〇
九
八
五
―
二
八
―
八
五
三
八
）
に
て
紹

介
し
ま
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先
（
直
通
） 

　
宮
崎
県
司
法
書
士
会 

　
　
　
宮
崎
市
旭
一
丁
目
八
番
三
九
―

一
号 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
九
八
五
）
二
八
―
八
五
三
八 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
九
八
五
）
二
八
―
八
五
三
七 

  

   

　
開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
や
人
材
育

成
を
行
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行

政
法
人
国
際
協
力
機
構
）
が
、
平
成
23
年

度
秋
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。 

　
求
め
ら
れ
る
技
術
や
語
学
レ
ベ
ル
は
要

請
に
よ
っ
て
様
々
。
ま
ず
は
、「
体
験
談
＆

説
明
会
」
へ
の
参
加
か
ら
、
そ
の
第
一
歩

が
始
ま
り
ま
す
。 

　
途
中
入
退
出
可
、
入
場
無
料
、
事
前
予

約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
制
度
に
つ
い

て
の
説
明
や
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
体
験
談
・
活

動
紹
介
が
行
な
わ
れ
ま
す
。 

　
世
界
に
は
、
あ
な
た
の
技
術
や
経
験
を

必
要
と
し
て
い
る
人
々
が
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

あ
な
た
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。「
体
験
談
＆
説
明
会
」

へ
の
参
加
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
。 

【
募
集
期
間
】 

　
10
月
１
日
（
土
）
〜
11
月
７
日
（
月
） 

【
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン  

 

テ
ィ
ア
説
明
会
日
程
】 

　
期
日
　
10
月
10
日
（
月
）
午
後
２
時
〜 

　
場
所
　
宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
　
４
階 

【
応
募
資
格
】 

満
20
歳
〜
39
歳
（
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
満
40
歳
〜
69
歳
）
ま
で
の
日

本
国
籍
を
持
つ
方 

【
募
集
分
野
】 

　
農
林
水
産
、
保
健
衛
生
、
土
木
建
築
、 

　
ス
ポ
ー
ツ
等 

【
派
遣
国
】 

　
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
な
ど
約

　
80
ヶ
国 

【
派
遣
期
間
】
１
年
間
ま
た
は
２
年
間 

 

2
問
い
合
せ
先
（
直
通
） 

独
立
行
政
法
人 

国
際
協
力
機
構
九
州
国

際
セ
ン
タ
ー
　【
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
】 

市
民
参
加
協
力
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
九
三
）
六
七
一
―
八
三
四
九

E
-m
ail 

jic
a
kic
p
-jp
c
vq
c
@
jic
a
.g
o
.jp
 

 

〒 
880- 
0803
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町
内
に
親
戚
も
い
な
く
、
仕
事
を
休
む

こ
と
も
で
き
な
い
世
帯
の
子
育
て
応
援
を

目
的
に
、
依
頼
者
宅
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
先
）
に
て
病
後
児
保
育
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

活
動
名
　
病
後
児
保
育
（
回
復
期
・
安
定
期
） 

活
動
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら 

　
　
　
　
　
午
後
５
時
30
分 

活
動
場
所
　
依
頼
者
宅 

活
動
種
類
　
病
後
児
の
見
守
り 

必
要
な
資
格
　
看
護
師(

婦)

・
保
育
士 

そ
の
他
　
交
通
費
支
給
有
（
依
頼
者
負
担
） 

 

※
病
後
児
保
育
と
は
、
保
育
園
な
ど
に
通
っ

て
い
る
子
ど
も
が
風
邪
な
ど
の
軽
い
病
気

に
か
か
り
（
あ
る
い
は
回
復
期
に
あ
っ
て
）

集
団
保
育
が
不
可
能
な
場
合
に
、
そ
の
子

ど
も
を
預
か
っ
て
世
話
を
す
る
こ
と
で
す
。 

 

2
問
い
合
せ
・
連
絡
先
（
直
通
） 

　
綾
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
七
七
―
三
〇
九
九 

   

　 

               

と
　
き
　
10
月
13
日
（
木
） 

受
　
付
　
午
前
９
時
30
分
〜
９
時
45
分 

と
こ
ろ
　
綾
町
高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー 

対
象
者
　
生
後
４
ヶ
月
頃
か
ら
２
歳
頃
ま 

　
　
　
　
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者 

 

2
問
い
合
せ
・
申
込
み
先
（
直
通
） 

　
健
康
セ
ン
タ
ー
　
七
七
―
〇
一
九
五 

  

 

　
綾
町
の
将
来
を
担
う
方
々
に
、
健
康
で

健
や
か
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ま

た
元
気
な
次
世
代
を
授
か
り
育
て
て
い
く

た
め
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

日
　
時
　
10
月
14
日
（
金
）
午
後
７
時
〜 

場
　
所
　
綾
町
高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー 

講
　
師
　
く
す
り
の
麗
明
堂
　
管
理
薬
剤
師 

　
　
　
　
　
　
　
金 

丸
　
幸 

市
　
先
生 

演
　
題 

　「
子
宝
相
談
を
受
け
な
が
ら
思
う 

　
　
若
い
世
代
の
健
康
の
秘
訣
10
か
条
」 

 

＊
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

＊
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
健
康

セ
ン
タ
ー
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

2
問
い
合
せ
・
申
込
み
先
（
直
通
） 

　
健
康
セ
ン
タ
ー
　
七
七
―
〇
一
九
五 

   

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
再
開
十
周
年
記
念
特
別

企
画
と
し
て
、
照
葉
樹
林
文
化
論
を
生
ん

だ
「
探
検
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。 

　
今
回
は
、『
空
白
の
五
マ
イ
ル
』
が
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
ト
リ
プ
ル
受
賞
し
注

目
さ
れ
る
若
き
探
検
家
の
角
幡
唯
介
さ
ん

を
ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
ま
す
。 

　
講
演
を
さ
れ
る
角
幡
唯
介
さ
ん
の
著
書

「
空
白
の
五
マ
イ
ル
」
と
「
雪
男
は
向
こ
う

か
ら
や
っ
て
来
た
」
は
、
て
る
は
図
書
館

に
あ
り
ま
す
。 

と
　
き
　
10
月
16
日
（
日
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
よ
り 

と
こ
ろ
　
綾
て
る
は
の
森
の
宿 

参
加
料
　
無
料 

 

2
問
い
合
せ
先
（
直
通
） 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
七
七
―
〇
〇
四
五 

  

い
っ
ぷ
く

　
　
　 

『
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
一
福
」』 

﹇ 

出
店
者
か
ら
の
ひ
と
こ
と 

﹈ 

　
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
を
気
軽
に
充
分
に
教

え
る
場
所
と
し
て
作
り
ま
し
た
。
ほ
っ
と

一
息
つ
け
、
一
休
み
を
し
て
前
向
き
の
気

持
ち
に
な
り
、
１
日
１
つ
の
幸
せ
を
み
つ

け
る
そ
ん
な
お
店
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
期
　
間
】 

　
10
月
１
日
（
土
）
〜
12
月
25
日
（
日
） 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
内
　
容
】 

　
●
　
●
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
講
座 

　
●
　
●
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
体
験 

　
●
　
●
プ
チ
マ
ッ
サ
ー
ジ 

　
●
　
●
物
販 

Information
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日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 

1010 汲み取り日 ※浄化槽の中に、雑巾や衣類が混入すると機械の故障の原因になります。 トイレットペーパー以外の異物を流さないようにして下さい。 
 

月 月 

全国地域安全運動 

3 

4 

5 

6 

7 

11 

12 

13 

14 

15 

17 

18 

19 

20 

21 

24 

25 

26 

27 

28 

31

月 

火 

水 

木 

金 

火 

水 

木 

金 

土 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

昭　和 

割　付 

久木野 ・々尾立・小田爪 

宮　原 

宮　原 

中川原住宅・中　堂 

四　枝 

四　枝 

上　畑 

宮　谷 

神　下 

昭　和・東中坪 

二反野 

古　屋 

尾　立・竹　野 

杢　道・　麓　 

麓 

麓 

南麓住宅・北　麓 

西中坪・南　麓 

立　町・揚　町 

地域の犯罪防止のための安全活動を推進し、安心して暮らせる地域社会の実現
を図ることを目的として実施されます。  

期　　　間　10月11日(火)～20日(木)の10日間 

スローガン　みんなでつくろう安心の街 

　　　　　　　　①子どもと女性に対する犯罪被害防止 
全国の運動重点　②住宅を対象とした侵入犯罪の防止 
　　　　　　　　③万引き、自転車盗の防止 

宮崎県の運動重点
　①絆で結ぶ住民参加による地域安全活動の促進 

　　　　　　　　②合言葉「しない、させない、許さない」による万引き防止 
 

（町民生活課） 

綾の照葉樹林 
プロジェクト 
の動き 

「国際照葉樹林サミット in 綾  報告書」ご希望の方に販売します 

　
去
る
５
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）
の

２
日
間
、
大
勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、「
国
際
照
葉
樹
林
サ
ミ
ッ
ト
in
綾
」

を
盛
況
の
う
ち
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
模
様
を
報
告

書
に
ま
と
め
ま
し
た
。
発
表
者
や
参
加
者

な
ど
、
総
勢
約
40
名
に
ご
執
筆
い
た
だ
き
、

読
み
ご
た
え
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
関
係
者
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
、
か
わ
い
ら
し
い
イ
ラ
ス
ト
も
親
し
み

を
感
じ
さ
せ
、
65
頁
に
お
よ
ぶ
報
告
書
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。 

　
ご
希
望
の
方
に
販
売
致
し
ま
す
の
で
、

左
記
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。 

 

販
売
価
格
　
８
０
０
円
（
税
込
） 

＊
発
送
希
望
の
場
合
は
１
、
０
０
０
円 

（
税
込
、
送
料
込
み
）　 

 

●
お
問
い
合
わ
せ
は
・
・
・ 

　
綾
町
役
場
企
画
財
政
課 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

七
七
―
二
九
四
八
ま
で
。 

   



す
っ
ぴ
ん
で
駆
け
い
し
青
春
ア
ル
バ
ム
の 

中
に
見
て
お
り
雲
低
き
午
後 

形
見
な
る
塩
瀬
の
帯
を
き
つ
く
締
む
鏡
の 

中
に
母
の
顔
見
ゆ 

町
生
涯
学
習
教
室
「
短
歌
」
受
講
生
の
作
品 

町
生
涯
学
習
教
室
「
俳
句
」
受
講
生
の
作
品 

池
田
寿
美
子
さ
ん
（
宮
原
地
区
） 

中
村 

智
子
さ
ん
（
揚
町
地
区
）　 

二
村 

展
彦
さ
ん
（
揚
町
地
区
） 

井
出 

久
子
さ
ん
（
尾
立
地
区
） 

三
原 

優
子
さ
ん
（
立
町
地
区
）
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善
意
の
寄
付 

１ 
善
意
の
寄
付 

１ 

（
敬
称
略
） 

大
鯉
を
沈
め
て
涼
し
山
家
か
な 

新
涼
や
大
き
な
紙
と
筆
硯 

達
筆
も
ま
じ
り
し
七
夕
送
り
か
な 

◆
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
◆ 

〈
一
般
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　
　
物
品
　
　（
地
区
名
） 

 

※
野
菜
な
ど
は
福
祉
施
設
な
ど
で
使
わ
せ
て
い
た

　
だ
い
て
い
ま
す
。 

〈
忌
明
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

故
人
　
　（
地
区
名
） 

     

◆
綾
町
育
英
会
◆ 

〈
忌
明
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

故
人
　
　（
地
区
名
） 

　
鬱
陶
し
い
午
後
の
所
在
な
さ
に
開
い
た
ア
ル
バ
ム
の
中
の

若
き
日
の
自
分
。
そ
の
眩
し
さ
が
„ 

雲
低
き
午
後 

“
と
の
対

比
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。 

  

　
年
と
と
も
に
母
親
に
似
て
来
る
我
が
姿
。
そ
れ
も
形
見
の

帯
を
締
め
た
着
物
姿
と
な
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
。„ 

塩
瀬

の
帯 

“
と
言
う
具
体
か
ら
読
者
の
想
像
が
広
が
る
。 

　
山
か
ら
水
を
引
い
た
池
に
飼
っ
て
い
る
鯉
の
群
れ
が
、
悠

然
と
回
遊
し
て
い
る
情
景
。
そ
の
家
の
歳
月
、
代
々
住
む
家

族
の
歳
月
を
連
想
さ
せ
て
、
格
調
あ
る
句
で
す
。 

   

　「
七
夕
送
り
」
は
七
夕
飾
り
を
海
や
川
に
流
す
行
事
。
結
ん

で
あ
る
短
冊
に
速
筆
の
も
の
も
。
着
眼
の
よ
さ
。 

   

　
書
道
の
用
意
。
は
じ
め
に
「
新
涼
や
」
と
大
き
い
空
間
を
背

景
に
展
い
た
と
こ
ろ
が
み
ご
と
で
す
。
い
か
に
も
新
涼
。 

温
か
い
お
気
持
ち
を
い
た
だ
き
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

【 

解  

説 

】　
生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
教
室
」　 

講
師
　
生 

野  

由
美
子  

【 

解  

説 

】　
生
涯
学
習
講
座
「
俳
句
教
室
」　 

講
師
　
本
　
村
　
　
蠻 

榮

福

満

男

 

    

法
安
伴
次
郎 

満
田
　
宗
雄 

伊
藤
美
穂
子 

満
平
　
一
夫 

     

法
　
安
　
伴
次
郎 

満

田

宗

雄

 

 

／     ／ ／ ／／      ／ ／  

野
　
菜 

    

ス
ミ
子 

ト
　
ミ 

岡
田
心
平 

ヨ
　
ネ 

     

ス
ミ
子 

ト
　
ミ 

（
上
　
畑
） 

    （
尾
　
立
） 

（
西
中
坪
） 

（
西
中
坪
） 

（
北
　
麓
） 

     （
尾
　
立
） 

（
西
中
坪
） 
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善
意
の
寄
付 

２ 
◆ 

東
日
本
大
震
災
義
援
金
に
ご
協
力 

◆ 

◆ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

　
　
◆ 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　
　
　
　（
地
区
名
） 

      

　
そ
の
他
、
役
場
窓
口
な
ど
、
各
施
設
の

募
金
箱
に
よ
る
義
援
金
も
た
く
さ
ん
の
ご

協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

　
合
計
額 

３
，８
７
５
，６
４
５
円
（
９
月

７
日
現
在
）
の
義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
つ
う
じ

て
被
災
さ
れ
た
地
域
の
為
に
使
わ
れ
ま
す
。 

 

日
本
赤
十
字
社
綾
町
分
区 

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
1 

七
七
―
三
〇
六
六 

◆ 花火大会へご協賛いただきありがとうございました ◆ 
　第31回綾の花火大会に、たくさんの企業から協賛をいただきました。心よりお礼申し上げます。 

善
意
の
寄
付 

２ 

（
敬
称
略
） 

雲海酒造㈱ 

綾町建友会 

㈱坂本商事 

フェニックスコンサルタント㈱ 

綾町農業協同組合 

綾町商工振興会 

綾町商工会 

綾町技能者組合 

㈱鎌田建築 

㈲宮崎テレビ共聴 

㈲旭空調設備メンテナンス 

宮崎ケーブルテレビ㈱ 

フェニックスリゾート㈱ 

宮崎中央森林組合 

雲海物産㈱  

㈲照葉林業 

㈲グラスアート宮崎綾工房 

㈲郡山板金工業所 

㈲新城設計企画室 

綾外科医院 

たまきクリニック 

綾立元診療所 

㈱九電工宮崎営業所 

㈱晃和コンサルタント 

巴設備工業㈱ 

㈱宮崎聡電気工業 

㈱クレステック 

㈲西部重機サービス 

中村測建㈱ 

㈱双葉電業 

㈱トーホーフードサービス宮崎支店 

中村消防防災㈱ 

㈱環境衛生科学研究所 

㈲長友ビニールハウス 

㈱システム開発 

㈱岩切設計 

㈱宮崎産業開発 

旭化成クリーン化学㈱ 

㈱高岡コンサルタント 

㈲大和防虫センター 

㈱日光製作所 

㈲丸一厨房 

特定非営利活動法人宮崎文化本舗 

㈱昴 

落合技術測量㈲ 

旭道路㈱  

日本水工設計㈱宮崎事務所 

㈱九州土木設計コンサルタント 

㈲宮崎体育施設 

㈱川越紙店 

㈱宮崎県ソフトウェアセンター 

㈲ムトウ工業  

柴塗装㈱ 

大淀開発㈱ 

宮崎県農協果汁㈱ 

㈲ＫＡＣ会計 

㈱宮崎南印刷 

㈱あきやま 

大山食品㈱ 

㈲西川農機商会 

西川不動産 

㈲尾原電気水道商会 

㈲吉田林業 

㈲エムズ･エンタープライズ 

ＰＩテクノ㈱ 

綾友建設 

㈱富士総合サービス 

㈱エーコープみやざきＡコープ 

㈱延和 

㈱加藤工機 

㈱学教情報システム事業部 

㈱学教宮崎店 

㈱合同事務所測量設計 

㈱武田ポンプ店 

㈱武田建設 

日測コンサルタント㈱  

㈲清水モータース 

㈱明光社 

㈲堀之内スポーツ店 

㈱くちき 

㈱矢野興業 

㈱中神不動産鑑定所 

みつくぼ建築設計事務所 

㈱ダイワコンサルタント 

㈱長友総研 

㈱岡本塗装店 

宮崎南菱冷熱㈱ 

山王道路機工㈱ 

㈱宮崎アイホー 

㈲国富電気 

㈱環境未来恒産 

㈲トジキ厨房機器販売  

㈲ニッコー商事 

㈱赤木防災 

㈲石塚紙工包材 

㈲高妻造園 

岡 設計 

㈱綾ストアー 

中武自動車整備工場 

山下酒店 

㈲津江書店 

華鮮 

㈲綾自動車整備工場 

獅子目整形外科医院 

㈱デンサン 

 

花火大会協賛企業紹介  9月20日までに受付された分です。（敬称略／順不同） 

中

坪

一

江

 

澤

野

洋

子

 

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ウ
ッ
ド
綾
漕
会 

南
　
　
　
ミ
エ
子 

児

玉

千

歳

 

／ ／  ／／ 

（
西
中
坪
） 

（
中
堂
） 

 （
揚
町
） 

（
宮
原
） 



宮崎県水上スキー連盟　長友
TEL　27-3085

●問合せ先●

てるはドーム 錦原サッカー場 てるは広場錦原野球場日付/曜日

1（土）

2（日）

8（土）

9（日）

10（月）

15（土）

16（日）

22（土）

23（日）

29（土）

30（日）

宮崎地区中学校秋季体育大会
（バスケットボール）

全国柔道連盟合宿

柔道フェスタ

小学校バレーボール（アスリート）

てるはドーム杯中学生～一般大会（バドミントン）

宮崎県小学生ハンドボール大会

第4回ミニ・キッズフェスタ県大会
（バスケットボール）

宮崎地区中学校秋季体育大会

宮崎リトルシニア合宿

タダカップ

宮日旗県大会

宮崎地区中学校秋季体育大会

プリンスリーグ

少年サッカーフェスティバル

高校サッカー選手権

高校サッカー選手権

町民体育大会準備

町民体育大会

高校サッカー選手権

高校サッカー選手権

高校サッカー選手権

NEW

　８月２０日綾町の広沢ダム湖（倉輪地区）を活用した「広沢ダ
ム水上スキー場」がオープンしました。本スキー場は綾町と宮崎
県水上スキー連盟が開設したもので、ウォータースポーツの拠
点として、水上スキーができるように整備。また、水上スキーの
競技力向上と普及を図りながら、青少年の健全育成を目ざし、
本スキー場は、倉輪地区の活性化につながることや町の新たな
レジャースポットとして期待されています。
　そして、オープン記念式典では、同連盟の長友敏夫理事長が
「鏡のような湖面は絶好の水上スキー環境です。大会・合宿やイ
ベントで地域を盛り上げたい」と挨拶。同連盟による模範演技
や子どもの体験教室もあり、子どもたち（放課後子ども教室児
童）は、初めての水上スキーに歓声をあげ楽しんでいました。　

★スキーやウエットスーツは貸し出し無料。陸上での指導を受
けて挑戦する初心者向けの「体験スキー」は一般2,200円（高
校生以下1,200円）。土・日曜と祝日を中心に運営しています。

週末



　８月２１日～２５日の5日間、宮崎市民プラザで、『明るい
選挙啓発ポスター・書道作品展』が開催されました。その
中で、綾小学校３年生の奥創平くん（立町地区）の作品が
銀賞に選ばれ、８月20日、同会場で表彰式が行われまし
た。この作品展では、宮崎・東諸地区から4,115点の応募
があり、奥くんの作品は、3,771点の書道作品の中から入
賞となりました。またこの作品は、県審査会でも佳作に入賞
し、10月2日までイオンモール宮崎に展示されます。さらに、
奥くんは7月9日に宮崎市で開催された「第10回全国小学
生『倉敷王将戦』宮崎県予選低学年の部」でも見事優勝し、
８月に開催された全国大会に出場しました。今後のさらな
る活躍に期待します。

全国高校総体優勝

　７月２８日～８月２０日にかけて青森県、岩手県、秋田
県、宮城県の４県では「全国高校総体（インターハイ）」が
開催されました。そのうち、８月８日、宮城県、鳴瀬川カヌー
レーシング競技場で最終日を迎えたカヌー競技では、昭
和地区の外山真衣さんが所属する宮崎商業高校、女子カ
ヌー部が、男女通じて県勢初の総合優勝を果たしました。
外山さんは後日、役場を訪れ、その喜びを報告しました。お
めでとうございます。

ＮＨＫ全国学校音楽コンクール宮崎県大会入賞

　8月5日、メディキット県民文化センターで開催された
「第78回NHK全国学校音楽コンクール」宮崎県大会で、綾
小学校合唱部が一昨年に続き入賞（銅賞）を果たしました。
全県下から出場した21校のうち、上位8団体が受賞となり、
宮崎市以外で入賞したのは綾小学校1校のみでした。
　同校合唱部は、4月から練習を積み重ねて歌声と心に磨
きをかけてきました。大会当日は、多くの保護者、学校職員
に見守られ、堂 と々元気な歌声を披露していました。今後、
さらなる活躍を期待します。おめでとうございます。

「大規模災害時の応援に関する協定」調印式

　8月16日、町と国土交通省九州地方整備局は、「大規模
災害時の応援に関する協定」を締結しました。本協定は、社
会的にも重大な影響を及ぼす自然災害時、被災状況の連
絡、職員の派遣、応援の実施、応援要請の手続き、平常時
の連絡などを定めています。これにより、大災害発生時に町
が直接九州地方整備局に応援要請することで、災害対策
用資機材や人材派遣などが迅速に行われ被害の拡大や
二次災害の防止が期待されます。

「明るい選挙啓発作品展」入選及び
「全国小学生『倉敷王将戦』
宮崎県予選優勝!!全国大会出場」



受賞おめでとうございます

　第36回宮崎県
さんさんクラブ大
会（結成５０周年記
念大会）で、中堂高
年者クラブが優良
老人クラブとして、
県知事表彰を受賞
しました。

綾城弓道大会開催

　９月11日、綾町弓道場で、「第２５回 綾城弓道大会」が
開催されました。２５回目の記念大会となった本大会。県内
外より143人（町からは４人参加）の選手が参加し、熱戦が
繰り広げられました。
参加した選手が力
強く矢を射ると、的
中する度に場内から
歓声がわきあがって
いました。★写真：斉
藤悦男さん（89歳　
立町地区）

鮎のつかみどり食育体験

　今年も㈲柳田水産と町漁業協同組合の協力のもと、9月
5～7日の3日間、公立保育所3カ所は、「鮎のつかみどり食
育体験」を行いました。参加した190人の子どもたちは、元
気な鮎に苦戦しな
がらも鮎を追いか
けていました。捕ま
えた鮎は丸ごと塩
焼きにすると、子ど
もたちは「おかわり
～！」と催促するほど
頬張っていました。

固定資産評価審査委員の選任について

　平成２３年度固定資産評価審査委員が選任されました
のでお知らせします。
　任　期　平成２６年７月３１日　まで
　委　員　前田晃一 氏　 小田圀彦 氏　 三行　裕 氏

子育て相談会

　９月８日、綾小学校の参観日では、同小ＰＴＡ主催の家庭
教育学級「子育て相談会」が開催されました。町地域婦人
連絡協議会の子育てを経験した会員がアドバイザーとな
り、保護者の育児やしつけといったさまざまな悩みなどに対
しアドバイス。相談会は主にフリートークの形で進み、終始
なごやかな雰囲気で行われ、参加者はアドバイザーの言葉
に聴き入っていました。

プーマ杯高校サッカーフェスティバル開催

　8月17日～20日にかけて、「第13回高校サッカーフェス
ティバルin綾」が、町内外の4会場で開催され、熱戦が繰り
広げられました。今大会では、県内外20校のサッカー強豪
校が参加し、決勝戦では大津高校（熊本県）と市立浦和高
校（埼玉県）が対戦、８－２で大津高校が見事勝利しまし
た。また、県内から出場している鵬翔高校が3位に入賞し健
闘しました。
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日付 行　　事　　名 時　間 場　所 

10月 くらしのカレンダー 
275-2121 

275-5600 

275-7007 

230-7383 

275-2115 

277-2512

こざくら整形外科… 

平山こどもクリニック 

けいめい記念病院… 

結い診療所………… 

海老原病院………… 

たまきクリニック… 

2日 

9日 

10日 

16日 

23日 

30日 

の日曜在宅医 10月 

 

公立保育所運動会 
在宅医　こざくら整形外科（275-2121） 

 

 

わくわく広場 
照葉大吊橋リニューアルオープン 
自治公民館長会 

高年者クラブ代議員会 
東諸・高岡地区安全なまちづくり推進大会 

行政相談 
人権相談 
民生児童委員会 

 

在宅医　平山こどもクリニック（275-5600） 
第50回綾町民体育大会 

体育の日 
在宅医　けいめい記念病院（275-7007） 

定例教育委員会 

親子教室「コアラ」 
廃ビニール回収日 

 

第56回宮崎県畜産共進会（種牛の部）～15日 

綾保育園運動会 

綾小学校日曜参観 
第16回照葉樹林文化シンポジウム 
スローフード祭り 
在宅医　結い診療所（230-7383） 

綾小学校振替休日 

 

子牛品評会 
ゆったり子育て教室 
廃ポリ回収日 

東諸県郡小学校陸上教室 

宮崎県商工連合会設立50周年、宮崎県商工女性部 
連合会設立40周年記念大会 

第25回綾・照葉樹林マラソン前夜祭 

第25回綾・照葉樹林マラソン 
在宅医　海老原病院（275-2115） 

 

第56回宮崎県畜産共進会（枝肉の部） 
農業委員会 

廃ビニール回収日 
誕生会 

 

高年者スポーツ大会 

 

在宅医　たまきクリニック（277-2512） 

 

 9 ：00～14：00 
 

 

 

 9 ：30～11：30 
11：30～ 
13：30～ 

13：30～ 
13:30～ 

10：00～15：00 
10：00～15：00 
13:30～ 

 

 
 9 :00～ 

 
 

13：30～ 

13：30～15：00 
13：30～ 

 

 

 9 :00～12：00 

 
13：30～ 
10:00～ 
 

 

 

 8 ：00～ 
 9 ：30～11：30 
13：30～ 

 9 ：30～ 

13:00～14:30 
 

18：00～ 

10:00～スタート 
 

 

 
13：30～ 

13：30～ 
10：00～11：30 

 

 9 ：00～ 
 

 

小田爪陸上競技場 
 

 

 

子育て支援センター 
千尋自然公園 
町公民館 

高年者研修センター 
高岡地区環境研修センター 

町公民館 
町公民館 
ケアハウス 

 

 
てるはふれあい広場 

 
 

町公民館 

子育て支援センター 
JA選果場 

 

都城家畜市場 

町体育館 

綾小学校 
てるはの森の宿 
錦原台地 
 

 

 

国富畜産センター 
子育て支援センター 
JA選果場 

国富町運動公園 

宮崎市民文化ホール 
 

酒泉の杜 

町内一円 
 

 

ミヤチク高崎工場 
開発センター 

JA選果場 
子育て支援センター 

 

健康センタ－前広場 
 

1 

2 
 

3 

4 

 
5 
 

6 
 
 
7 
 

8 

9
 
 

10 
 

11 

12 
 
13 

14 

15 

 

16 
 
 

17 

18 

 
19 
 

20 

21 
 

22 

23 
 

24 

25 
 

26 
 

27 

28 

29 

30 

31

土 

日 
 

月 

火 

 
水 
 

木 
 
 
金 
 

土 

日
 
 

月
 
 

火 

水 
 

木 

金 

土 

 

日 
 
 

月 

火 

 
水 
 

木 

金 
 

土 

日 
 

月 

火
 
 

水 
 

木 

金 

土 

日 

月 

旧清水家住宅  
　宮崎市高岡町中心の国道10号線

沿いの街道筋にあった町屋敷で、構

造材はほぼ完存し、大型町屋として

の豪壮さを保っている。現在、町の

有形文化財に指定されている。 

（現在の所在地：酒泉の杜内） 

未来へ残そう！ 

水上スキー  
　広沢ダム水上スキー場オープン式

典での、宮崎県水上スキー連盟会員

による模範演技。 

10月は、　　　　　　　 
町県民税3期、　　  
国民健康保険税6期 
　　　　　　の納期です。 
納期限は10月31日（月）です。 

今月の一枚 




